




■公演概要
演　目：C. オルフ作曲「カルミナ・ブラーナ」（再演）
　　　　上演時間　約 1 時間

日　時：2022 年 5 月 14 日（土）16:00 開演予定
　　　　（1 回公演）

会　場：東京文化会館　大ホール
　客席数 2303 席
　東京都台東区上野公園 5-45  TEL 03-3828-2111 ( 代 )
　★ JR 上野駅 公園口改札から徒歩約１分

■スタッフ
演出・振付：佐多達枝

照　　　明：足立 恒

美　　　術：山口賢一

衣　　　裳：小川マリ

音　　　響：中村 基

演 出 助 手：河内連太

舞 台 監 督：堀尾由紀

照 明 操 作：インプレッション

舞 台 操 作：ユニ・ワークショップ

合 唱 指 揮：佐藤 拓・杉山由紀・谷 郁・三谷 幸

コレペティトル：河内菜穂

ダンスミストレス：斎藤隆子・樋田佳美

児童合唱ミストレス：宇山たわ

制 作 協 力：小玉隆司 (ARTE Y SOLERA)

制　　　作：佐藤江美子

企画・制作：柴 大元

共　　　催：佐多達枝・河内昭和バレエスタジオ

主　　　催：O.F.C.

■出演
指揮：齊藤栄一

ソプラノ：中江早希
テノール：金沢青児
バリトン：加耒 徹

ダンサー
酒井はな　　島地保武　　三木雄馬

上野祐未　　宇山たわ　　浦山英恵

岡 博美　　   斎藤隆子　　齊藤 耀

坂田めぐみ　清水あゆみ　清水若菜

樋田佳美　　土肥靖子　　贄田麗帆

森田真希　　浅田良和　　荒井成也

吉瀬智弘　　牧村直紀　　安村圭太

管弦楽：東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団

コロス・合唱：オルフ祝祭合唱団

■チケット価格 ( 全指定席）税込価格
　S：10,000 円
　A：   8,000 円
　B：   6,000 円
　C：   4,000 円
　D：   2,000 円
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佐多達枝 　 SATA, Tatsue

■おもな受賞歴

1984 年　舞踊批評家協会賞（1989、93 年度）

1986 年　橘秋子賞特別賞

	 　村松音楽舞踊振興基金邦人舞踊作品	

	 　ベスト３ （1989、90、91、92、93年度）

1990 年　ニムラ賞受賞（1989 年度）

1992 年　東京新聞平成４年舞踊芸術賞

1993 年　芸術選奨文部大臣賞

                日本バレエ協会夏期定期公演振付賞

1996 年　紫綬褒章

2005 年　旭日小綬章

2007 年　舞踊批評家協会賞

1932 年東京生まれ。1954 年から今日に至るまで日本の

創作バレエの第一線で活動するわが国で数少ない世界レべ

ルの振付家。2006 年の『庭園』は第 38 回舞踊批評家協

会賞を受賞。

高田せい子、エリアナ・パブロバ、東勇作に師事。1954 年、

青年バレエグループ結成に参加。1974 年、東京バレエセ

ンター設立に参加。1979 年からは自身のプロデュース公

演「佐多達枝バレエ公演」を開始。1981 年文化庁在外特

別研修員として欧米へ渡る。現在、バレエスタジオを主宰

し、意欲作を発表し続けている。1995 年より O.F.C. 芸術

監督。母は作家の佐多稲子。

1995	 「四谷スキャンダル」「ミレナへの手紙」
　　 	 「カルミナ・ブラーナ」（オルフ作曲）［O.F.C.］
1996	 「五月の薔薇」「パラダイス」
1997	 「変身」「満月の夜」（再演）
　　 	 「カルミナ・ブラーナ」（オルフ作曲）（再演）［O.F.C.］
1998	 「大江戸悪人伝」
1999	 「ダフニスとクロエ」（ラヴェル作曲）［O.F.C.］
　	 「a fig leaf」「オオカミと七匹の仔ヤギ」
2000	 「カルミナ・ブラーナ」（オルフ作曲）（再演）［O.F.C.］
　　	 「a Grief Ago」「父への手紙」（再演）
　　　	 「交響曲第 9番」（ベートーヴェン作曲）［O.F.C.］
2001	 「城」（カフカ原作）
　　　	 「カトゥーリ・カルミナ」（オルフ作曲）（初演）［O.F.C.］
　　 　　	 「イエス、わが喜び」（J.S. バッハ作曲）［O.F.C.］
2002	 「beach- ナギサカラ」
　　　	 「ルードヴィヒ」—交響曲第 9番—（ベートーヴェン作曲）［O.F.C.］
2003	 「ミッドナイト ピロゥ」upon a midnight pillow
	 「カルミナ・ブラーナ」（オルフ作曲）（再演）［O.F.C.］
　　　	 「イエス、わが喜び」（J.S. バッハ作曲）［O.F.C.］
	 「ルードヴィヒ」—交響曲第 9番—（ベートーヴェン作曲）［O.F.C.］
2004	 「beach- ナギサカラ」（再演）
　	 「カルミナ・ブラーナ」（オルフ作曲）（再演）［O.F.C.］
2005	 「dogs」（初演）
　　 	 劇的三部作「トリオンフィ」（オルフ作曲）［O.F.C.］
2006	 「庭園」（初演）
　	 「韃靼人の踊り」（初演）［O.F.C.］
2007	 「わたしが一番きれいだった時」（初演）/「ソネット」（'94 年初演）
　　　　	 「a fig leaf」（'99 年初演 '02 年再演）/「パラダイス」（'96 年初演 '99 年再演）
2008	 「カンタータ 106 番」（初演）［O.F.C.］
　	 「庭園」（再演）
2009	 「ヨハネ受難曲」（バッハ作曲）（初演）［O.F.C.］
2010	 「ミサ・シラビカ」（初演）［O.F.C.］
2011  　　　「陽の中の対話」「カルミナ・ブラーナ」（オルフ作曲）（再演）［O.F.C.］
	 「ヨハネ受難曲」（バッハ作曲）（再演）［O.F.C.］
2012	 洋舞家協議会主催公演「the grass was green」
　	 久光孝夫プロデュース公演「カルメン挽歌」「蝶々夫人」 
　	 「ルートヴィヒ /交響曲第 9番」 ［O.F.C.］
2013	 「カルミナ・ブラーナ」「グロリア」［O.F.C.］ 
2016	 「父への手紙」［クライムリジョイスカンパニー公演］
2018	 「子どもたちの歌う声がきこえる」［another BATIK］
　	 「カルミナ・ブラーナ」（オルフ作曲）（再演）［O.F.C.］
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■芸術監督
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佐多達枝『カルミナ・ブラーナ』インタビュー！
 (dancedition.com)
https://dancedition.com/post-2092/



　指揮者　　　　　　　　　　　　　管弦楽

■主な出演者の経歴

ソプラノ

中江早希
NAKAE, Saki               

北海道出身。北海道教育大学岩見沢校芸術課程
音楽コース声楽専攻卒業。東京藝術大学修士課
程音楽研究科声楽専攻独唱科、同大学院博士後
期課程を修了。在学時、ハンス・アイスラーの
歌曲を研究し、大学院アカンサス賞、三菱地所
賞受賞。第 14 回日本モーツァルト音楽コンクー
ル声楽部門第 2 位。第 12 回 中田喜直記念コン
クールにて大賞を受賞。第 25 回ハイメス音楽
コンクールにて声楽部門第１位。第 3 回ジュリ
アード音楽院コンクール第 1 位。第 11 回東京
音楽コンクール声楽部門第 3 位。第 27 回 道銀
芸術文化奨励賞受賞。

東京藝術大学音楽学部声楽科卒業、大学院音楽
研究科修士課程修了。修了時に大学院アカンサ
ス音楽賞受賞。サントリー芸術財団サマーフェ
スティバル 2015 にてシュトックハウゼン《シュ
ティムング》を演奏。2017 年藝大フィルハー
モニア管弦楽団合唱定期演奏会にてバッハ《ミ
サ曲ロ短調》のソリストを務める。2018 年に
は《カンティクル》全曲を含むオール・ブリテン・
プログラムによる自身初のリサイタルを開催。
また古楽アンサンブル コントラポント、サリ
クス・カンマーコア、ヴォクスマーナの定期演
奏会へ参加するなど、古楽から現代音楽にいた
るまで幅広い活動を行っている。

テノール

金沢青児
KANAZAWA, Seiji

バリトン

加耒 徹	
KAKU, Toru

東京藝術大学音楽学部声楽科卒業。同大学院修
士課程を首席で修了。第 55 期二期会マスター
クラスを総代で修了し最優秀賞および川崎靜子
賞を受賞。第 15 回『新しい声 2013』国際コン
クールセミファイナル進出。2014 年シャネル
ピグマリオンデイズアーティスト。コンサート
ソリストを中心に活動する他、オペラでも日生
劇場オペラ公演『ドン・ジョヴァンニ』のタイ
トルロールで出演など幅広く活躍。デビューア
ルバム「Kaku Toru Dèbut」セカンドアルバム「加
耒徹×ドイツ歌曲」をリリース。二期会会員。

齊藤栄一
SAITO, Eiichi

京都大学にて音楽学を研究。指揮法を尾高忠明、
田中一嘉、円光寺雅彦の各氏に師事。1981 年に
は京都大学交響楽団と 2 週間にわたり、ドイツ、
オーストリアにて演奏旅行を行い、ザルツブル
ク音楽祭などにて指揮。82 年には関西二期会室
内オペラ・シリーズ第 9 回公演、ブリテン作曲

『ねじの回転』（関西初演）の副指揮者を務める。
84 年には、一橋大学管弦楽団の出身者を中心に
結成された水星交響楽団の常任指揮者に設立当
初から就任。O.F.C. では『カルミナ・ブラーナ』（95
年）、『ダフニスとクロエ』（99 年）、オルフの『ト
リオンフィ』3 部作（05 年）の初演を指揮。

浅田良和
ASADA, Yoshikazu 

山内貴雄、小柴葉朕に師事。2005 年英国ロイ
ヤル・バレエスクールへ留学。2007 年ウィー
ン国立歌劇場バレエ団研修生。2009 年 K バレ
エカンパニーにソリストとして入団。2002 年
東京新聞全国舞踊コンクールバレエ 2 部第 1
位。2004 年ジャパン・グランプリ　ジュニア
A 第 1 位金賞を受賞。2006 年ユース・アメリ
カ・グランプリ日本予選シニア第 1 位。2007
年 NBA 全国バレエコンクール高校生の部第 1
位。2013 年第 70 回東京新聞全国舞踊コンクー
ルパ・ド・ドゥ部第 1 位

酒井はな
SAKAI,  Hana

5 歳からバレエを始め、畑佐俊明に師事。橘バ
レエ学校、牧阿佐美バレエ団出身。14 歳で牧阿
佐美バレエ団公演でキューピット役に抜擢され
一躍注目を浴びる。18 歳で主役デビュー。以後
主な主役を務める。新国立劇場バレエ団設立と
同時に移籍。柿落としにより、主役を務める。
現在新国立劇場バレエ団名誉ダンサー、シニア・
ソリスト。村松賞新人賞、舞踊評論家協会新人
賞、中川鋭之助賞、芸術選奨文部大臣賞新人賞、
服部智恵子賞など受賞歴多数。2008 年舞踊批評
家協会賞受賞。2009 年芸術選奨文部科学大臣賞
受賞。 2017 年紫綬褒章受章。

三木雄馬
MIKI, Yuma

谷桃子バレエ団

幼少期より島田輝記バレエ研究所にてバレエを
始める。2000 年、ロシア国立ワガノワバレエ
アカデミーに留学。卒業後ロシア国立サンクト
ペテルブルクアカデミーバレエに入団 ｡ 最年
少ファーストソリストとなり「くるみ割り人
形」にて主演デビューする。2008 年谷桃子バ
レエ団入団。国内外の多種多様な舞台で活躍。
2002 年 全日本バレエコンクール第 1 位文部
科学大臣奨励賞、2011 年 舞踊批評家協会新人
賞、2013 年 とくしま芸術文化奨励賞 等々多数
受賞。2016 年 洗足学園音楽大学 バレエコース 
特別講師に就任。

東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団 
Tokyo City Philharmonic Orchestra

1975 年、自主運営のオーケストラとして指揮者 堤俊
作を中心に若く才能ある演奏家たちによって設立。 同
年ベオグラード音楽祭開幕演奏会を含むヨーロッパ公
演、香港・マカオ公演を成功させ、プロ・オーケスト
ラとしての軌道を築く。
2005 年 4 月からは、ティアラこうとうにてティアラこ
うとう定期演奏会を開催。江東区という地域コミュニ
ティとの連携をより一層深める活動を本格的に開始し
ている。
その他にも、日本初のベーレンライター校訂新版によ
るベートーヴェン・ツィクルスやハイドン／ブラーム
ス・シリーズ、 ブルックナー／メンデルスゾーン・シ
リーズ、若手指揮者・演奏家の積極的な起用など、そ
の意欲的な取り組みは常に注目を集めている。2015 年
4 月、第 4 代常任指揮者に高関健が就任。これからの
活躍が最も期待されているオーケストラである。

©羽田哲也

　ダンサー（総勢21名）

　独　唱



■「カルミナ・ブラーナ」について
（1997 年公演パンフレットより再録）

2 年前の、そして 60年前の感動が

いっきによみがえる　　　　　　　　　

山野　博大（舞踊批評家）

　佐多達枝の「カルミナ・ブラーナ」が再演される。

これは 1995 年 12 月に《カール・オルフ生誕 100 周

年特別企画》として、1995 カルミナ・ブラーナ実行

委員会制作により初演されたものだ。それは東京文化

会館でのたった 1回の上演だった。しかし会場は超満

員となり、そこに居合わせた者すべてに大きな感動を

与えた。そして「たった 1回の上演ではもったいない」

という思いを多くの者の心に残したのであった。

　オルフはこの作品をたんなる音楽作品として作った

わけではなかった。バレエを伴う大がかりな舞台上演

作品として彼はこの「世俗カンタータ」を構想し、そ

れは 1937 年、フランクフルトで実現した。彼はシェー

クスピアなどの演劇の上演に関わり、メリー・ヴィグ

マンらによる「新舞踊運動」にも関与していたので、

それはとうぜんの成り行きだったと言えなくもない。

そのオルフの意志を受け継いで、舞台作品として、こ

の日本で「カルミナ・ブラーナ」をやってみたいと思

う人たちが 1995 カルミナ・ブラーナ実行委員会を作

り、ひとつひとつ難問をクリアーして上演にこぎつけ

たのだ。

　1937 年のフランクフルトでの世界初演を振付けた

のはインゲ・ヘルトリンクだったが、それ以後、ベル

リン・ステート・オペラでのモウドリック、スカラ座

でのハンカ、ババリアン・ステート・オペラでのロー

ゼン、ニューヨーク・シティ・オペラでのバトラーな

ど世界中の多くの振付者がオルフの「カルミナ・ブラー

ナ」に挑戦している。そして佐多達枝もその一人とい

うわけだ。初演にはオルフ自身が関わっていたわけだ

から、その意図するところがストレートに反映された

ものと思われる。しかし、その時にどのような振付が

行われたかは残っていない。後でこれをやろうとする

者は、作品の内容そのものをよく検討して、オルフの

意図を探りつつ、そこにそれぞれ自分のアイデアを付

加して舞台にのせることになる。

　これは中世ヨーロッパの歌謡集であり、ドイツのバ

イエルン州の僧院で発見され、1847 年 A・シュメラー

によって初めて「カルミナ・ブラーナ」のタイトルで

刊行された。その約 285 編の詩の大部分はラテン語で

書かれているので、かんたんに読むことはできない。

しかし、その内容は当時の学僧や放浪学徒が気楽に書

き流した自然への賛美、権力への反抗、風刺、官能的

な恋愛感情の吐露などだそうだ。オルフはそこから選

んで25のパートから成る自分自身の「カルミナ・ブラー

ナ」を作ったのだ。彼が選んだ詩の日本語訳が前回上

演のプログラムに載っていたおかげで、私などはよう

やくその内容に触れることが出来たわけだが、読んで

みて、ずいぶん気楽なテキストなので、なんとなく嬉

しくなった。それをオルフの音楽の野性的な、たたみ

かけるようなリズムと合わせてみると、詩の無名の作

者たちがとても身近に感じられるようになる仕掛けな

のだ。酒に酔い、他愛のない冗談を言い合い、時に天

下国家を論ずる怖いもの知らずの若者たちの姿が見え

て来る。

　佐多達枝が「カルミナ・ブラーナ」を初めて手がけ

たのは、1982 年 12 月の東京バレエ・センター公演だっ

た。ゆうきみほ、吉沢真知子、中島伸欣、沼尻祐司ら

を使って、軽やかで明るい印象の舞台を作った。これ

を 1993 年 7 月の佐多達枝バレエ公演で改訂再演して

いる。そのプログラムに彼女は「初演時（1982 年）

敬虔な気持ちをこめて自由に可愛く素朴にと思ってつ

くりました。それに変わりはないのですが今回再演に

あたって、時代の流れなのか私自身の変化なのか、謳

いあげる美しくと言った面に一寸気持ちが乗らず、そ

の点部分的に訂正しました」と書いている。この時は

多々納みわ子、佐藤弥生子、高部尚子、堀内かおり、

田所いおり、平山優子、足川欽也、坂本登喜彦らが踊っ

た。それがさらに 1995 年のカルミナ・ブラーナ実行

委員会による上演へとつながって行く。

　実行委員長の柴大元氏がプログラムに「制作ノート」

を記している。それによると「オルフの『カルミナ・

ブラーナ』はいかなる作品なのか。調べると初演時は

なんとバレエ付きだった事、オルフが目指していた音

楽とは『音・言葉・舞踊の融合』である事がわかった。

そこで思い出したのが、93年に見た佐多達枝バレエ・

リサイタルでの『カルミナ・ブラーナ』だった。これ

は官能的でどこかユーモラスな振付、見終わってから

元気が出てくる舞台だった」というわけで、彼女に振

付を依頼するのである。こうして 93年版と 95年版は

つながっているはずなのだが、音楽を生で演奏すると

いうだけで、まったく別の作品と言ってもよいくらい

に大きく変わった。ここで初めて「カルミナ・ブラーナ」

の本質が見えるようになったと言ってもよいかもしれ

ない。ひとつ舞台にダンサーと歌手、合唱団が乗るこ

とで、あの祝祭的なオルフの世界がありありと出現し

たのだ。我々はおそらく 1937 年の初演の時と同じ感

動を味わっているのだと、その時まさに実感した。

　その感動をもう一度！
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活動開始

「カルミナ・ブラーナ」オルフ

「カルミナ ･ブラーナ」オルフ

「ダフニスとクロエ」ラヴェル

「カルミナ・ブラーナ」オルフ

「交響曲第 9番」ベートーヴェン

「カトゥーリ・カルミナ」オルフ

「イエス、わが喜び」バッハ

「ルードヴィヒ」ベートーヴェン

「カルミナ・ブラーナ」オルフ

「ルードヴィヒ」ベートーヴェン

「イエス、わが喜び」バッハ

「カルミナ・ブラーナ」オルフ

劇的三部作「トリオンフィ」オルフ

「ヨハネ受難曲」バッハ

「カルミナ・ブラーナ」オルフ　

「ヨハネ受難曲」バッハ

「ルードヴィヒ」ベートーヴェン

「カルミナ・ブラーナ」　「グロリア」

「カルミナ・ブラーナ」オルフ　

東京文化会館

東京文化会館

新宿文化センター

東京文化会館

新宿文化センター

新宿文化センター

東京文化会館

東京文化会館

東京文化会館

東京文化会館

なかの ZERO

すみだトリフォニーホール

東京文化会館

すみだトリフォニーホール

東京文化会館

東京文化会館

東京文化会館

齊藤栄一　   水星交響楽団

山下一史　   神奈川フィルハーモニー管弦楽団

斉藤栄一　   水星交響楽団

齊藤栄一　   神奈川フィルハーモニー管弦楽団

田中良和　   神奈川フィルハーモニー管弦楽団

齊藤栄一　   4 台ピアノと打楽器

依田浩　　   オルガン

田中良和　   神奈川フィルハーモニー管弦楽団

齊藤栄一　   東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団

田中良和　   東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団

依田浩　　  オルガン

船橋洋介　   東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団

齊藤栄一　   特別編成

青木洋也　   特別編成

橘直貴　　   東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団

青木洋也　   特別編成

飯守泰次郎   東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団

西村友　　  東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団

坂入健司郎  東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団

■O.F.C. 公演歴（全公演演出・振付：佐多達枝）
年 月 日 作品名 会　場 指　揮 管弦楽

■O.F.C. について
オーケストラ、ダンサー、独唱者と合唱によるエンターテインメント、“合唱舞踊劇” を創造するカンパニー。
1995年の発足以来、創作バレエの第一人者である振付家の佐多達枝を芸術監督に、劇的三部作『トリオンフィ』
(オルフ作曲 :「カルミナ・ブラーナ」、「カトゥーリ・カルミナ」、「アフロディーテの勝利」)、『ルードヴィヒ』
(ベートーヴェン作曲 :「交響曲第9番」)、『ダフニスとクロエ』(ラヴェル作曲 )、『イエス、わが喜び』(バッ
ハ作曲 :「モテット3番」)『ヨハネ受難曲』(バッハ作曲 )などを合唱舞踊劇として上演している。
合唱を群舞として使う独特の手法が大きな特徴となっており、音楽とダンスをより効果的に融合させるとい
うコロス (合唱群舞隊 )の担う役割は回を重ねるごとに大きくなっている。代表作の合唱舞踊劇『カルミナ・
ブラーナ』に対し平成25年度文化庁芸術祭大賞受賞（舞踊部門）。

名　　称：合唱舞踊劇 O.F.C.
芸術監督：佐多達枝
代　　表：柴 大元
設　　立：1995 年 3 月
所 在 地：東京都新宿区上落合 2-28-14
TEL/FAX：03-3367-2451
e - m a i l ：HZU04357@nifty.com
U R L：
https://www.choraldancetheatre-ofc.com/

2005 年 O.F.C. 公演『トリオンフィ』より「カトゥーリ・カルミナ」　なかの ZERO　撮影：あさいさとし



■過去の公演批評




